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電気があるところには磁界が生まれます。コイルに電流を流すと、磁力が働く空間（磁界）が生まれ、
鉄を近づけると鉄は磁石になる（磁化する）性質を持っています。鉄は、建築物や橋梁、自動車などに
使用される構造材料でありながら、磁化しやすい性質を併せ持つ機能材料でもあるのです。この磁
性という鉄の特徴を最大限に引き出し、日本製鉄はエネルギーロスの少ない電磁鋼板を開発・供給
しています。電気をつくるための発電機、電気を家庭や工場に送るための変圧器、エアコンや冷蔵庫、
ハイブリッド車や電気自動車などを動かすためのモーターの鉄心として広く使われています。電気の
あるところに電磁鋼板あり。これからも日本製鉄は、電磁鋼板の開発・供給を通して省エネルギー・
CO2削減に貢献し、持続可能な社会を支えていきます。
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